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研究成果の概要（和文）：外国人学習者を対象とした日本語教育スタンダードにおいてまだ適切に規定されていない、
日本語の漢字および漢字語彙力の評価をどのようにするべきかを研究した。具体的には、日本語の他の技能との関わり
において漢字の運用力を診断的に測定するテストを開発し学習者に受験させるとともに、学習者自身に漢字に関して何
ができると考えているのかをCan-do statements形式で評価させる調査紙を作成し実施して、テスト結果および学習者
の属性等からその妥当性を検討した。また、WEB上でアクセス可能なテストシステムである「筑波日本語テスト集（TTB
J）」の中に、漢字力評価プログラムを構築し、公開することができた。

研究成果の概要（英文）：This research considers what should be done in the case of assessing kanji and 
kanji vocabulary ability, which has not yet been appropriately defined in the Japanese Language Standards 
for learners of Japanese as a second language. In particular, We developed a diagnostic test to measure 
kanji usage ability in relation to the other skill areas of the Japanese language and tested it on 
student participants, created and implemented a survey using Can-do statements in order to ascertain how 
the students themselves view their own kanji abilities, and considered the validity of the measure based 
on the results of the test and the attributes of the student participants. Additionally, We constructed 
and made publicly available a component to assess kanji ability within the “Tsukuba Test Battery of 
Japanese(TTBJ)”, which is accessible for online use.

研究分野： 日本語教育
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１．研究開始当初の背景 
(1)グローバル化する世界の言語教育におい
て共通の評価の枠組みを提供する教育スタ
ンダードの先行事例として、ヨーロッパでは
「言語のためのヨーロッパ共通参照枠
（CEFR）」があり、日本では国際交流基金が
JF 日本語教育スタンダード（2010）を作成
している。日本語を世界の多くの言語の中に
正当に位置づけるためには、このような多言
語に共通する評価の枠組みが必要であると
考えられる。 
(2)ここで問題となるのが日本語の平仮名、片
仮名、漢字という３つの文字体系の併用とい
う、世界に類を見ない表記システムの特異性
である。特に、漢字の運用力の評価をどのよ
うにすればよいかについては、従来の日本語
教育スタンダードにおいて、その扱い方の指
針すらまだ示されているとは言い難い。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、(1)外国人学習者を対象とする
日本語教育において、漢字および漢字語彙の
運用力をどのように評価すればよいか、(2)
日本語教育スタンダードの中にどのように
位置づけたらよいかについて、基礎研究を行
うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)従来の漢字の読み書きテストは、学習者
の到達度を測るためには機能するが、その後
の日本語学習に役立つような診断的評価、形
成的評価としては不十分であるという前提
に立ち、日本語の読み書きだけでなく、その
他の知識・技能との関連において漢字および
漢字語彙の運用力を測るための新しいタイ
プのテスト（漢字力診断テスト）を開発し、
さまざまな属性の学習者に実施してデータ
を収集する。 
(2)学習者自身による漢字力の自己評価の可
能性を探るため、漢字に関して何ができるよ
うになっているかを自己モニターさせるた
めの Can-do statements（以下 Cds）形式の
調査紙を作成し、調査を実施する。 
(3)テストの結果と自己評価の結果を学習者
の属性等から分析・考察し、漢字力（漢字語
彙力）の評価のあり方を検討する。 
 
４．研究成果 
(1)漢字力を測定するためのテスト開発 
 平成 23(2011)年度は、日本語教育スタンダ
ードに関する先行文献の調査およびCdsに関
する検討を行い、漢字力診断テストと自己評
価調査表の試作版を作成し、筑波大学留学生
センターにおいて予備調査を行った。また、
その成果をオーストラリアのメルボルン大
学で開催された第 10 回日本語教育研究大会
において発表し、日本語教育関係者からのレ
ビューを受けた。また、カザフスタンおよび
ウズベキスタンで開催された中央アジア日
本語教育セミナーにおいて講演とワークシ

ョップを行い、本研究の概要説明と研究協力
の要請を行った。 
(2)漢字に関する Cds 調査の国内での実施 
 平成 24(2012)年度は、学習者自身が漢字に
ついて何ができるようになっていると考え
ているかを探るためにCds形式の調査紙を作
成し、漢字力テストとともに実施した。また、
海外調査に向けてシステムの安定した運用
を図るため、サーバを購入し、WEB テストシ
ステムのフィードバック画面の改良などの
改修も行った。その研究成果は、名古屋大学
で開催された日本語教育国際研究大会名古
屋 2012 および名古屋外国語大学で開催され
た第５回「日本語教育とコンピュータ」にお
いて発表し、日本語教育関係者からのレビュ
ーを受けた。一方、米国の大学において WEB
テストを実施したところ、原因不明の不正終
了が多発したため、海外調査実施の延期を決
め、日本国内の日本語教育機関において漢字
圏学習者、非漢字圏学習者および韓国の学習
者を対象に、漢字力診断テスト、漢字 SPOT
テストとともに漢字に関するCds調査を実施
した。 
(3)漢字に関する Cds 調査の海外での実施 
 平成 25(2013)年度は、前年度から繰り越し
た予算を使って、韓国、米国、メキシコにお
いて海外調査を実施したほか、結果データの
分析結果を参考に、テスト項目および評価項
目の改良を行った。その研究成果は、オース
トラリア国立大学で開催されたJSAA (オース
トラリア日本研究学会)2013 年研究大会、マ
ドリッドのコンプルテンセ大学で開催され
た第 17 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウ
ム、トルコのチャナッカレ・オンセキズ・マ
ルト大学で開催された第 20 回日本語教育連
絡会議において発表し、日本語教育関係者か
らのレビューを受けた。これらの研究成果に
もとづき、筑波日本語テスト集（TTBJ）の中
に格納された漢字力評価テストの機能追加
も行った。 
(4)テスト結果および Cds 調査結果の総括お
よび漢字力評価システムの公開 
 平成 26(2014)年度は、これまでに収集した
テストデータおよび自己評価データの分析
を総括的に進め、漢字力評価システムの完成
を目指した。テスト結果には、漢字圏、非漢
字圏、韓国の学習者それぞれに特異な点と不
得意な点があることが明らかになったが、自
己評価においては、文化圏やレベル、学習環
境による異なりばかりでなく、個人差も大き
いことが分かった。本研究の成果は、オース
トラリアのシドニーで開催された日本語教
育国際大会、アフリカのケニアで開催された
東アフリカ日本語教育シンポジウムにおい
て発表し、関係者からのレビューを受けた。
漢字圏学習者のデータが日本国内にいる学
習者に限られていたことから、10 月に中国に
おいてオンラインによるテストデータの収
集を試みたが、当初の想定以上に現地での通
信環境の影響を受けることが判明し、前年度



までとは異なる収集条件となったため、分析
方法の再検討およびシステムの最終設計に
時間を要し、予算を平成 27(2015)年度に繰り
越した。本研究の最終成果発表は、米国のハ
ワイ大学カピオラニ校で開催された第６回
「日本語教育とコンピュータ」国際会議 2015
において行った。また、漢字力評価システム
にテストのフィードバック画面を提示する
機能を追加するためのシステム改修も行い、
本研究の最終成果の一部として、WEB 上で受
験可能な漢字力診断テストの公開と、その評
価結果のフィードバックを実現できるよう
になった。 
(5)日本語教育スタンダードにおける漢字力
評価の位置づけ 
 本研究を通して得られた漢字力（漢字語彙
力）の評価方法を日本語教育スタンダードに
おいてどのように位置づけるべきかに関し
ては、実際場面で具体的にどのような言語活
動ができるかという能力記述に合わせて、ど
のような言語素材（文法・漢字・語彙）が必
要になるかというリストを作成するべきで
はないかと提言する。CEFR や JF 日本語教育
スタンダードでは、「初級（A1,A2）・中級
(B1,B2)・上級（C1,C2）の各レベルにおいて、
どのような実際的な場面で、どのような技能
（話す・聞く・読む・書くなど）について、
具体的に何がどの程度できるようになって
いるか」という Cds 形式の能力記述文が提供
されているが、各々の能力記述文を実現する
ために必要な漢字および漢字語彙の配当を
行い、その運用力評価の方法を考える必要が
あると思われる。 
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